
玄
透
即
中
開
版
『
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
』
に
つ
い
て秋

津

秀

彰

一
、
問
題
の
所
在
と
研
究
の
目
的

本
稿
で
は
、永
平
寺
（
福
井
県
吉
田
郡
永
平
寺
町
）
五
十
世
玄
透
即
中
（
洞
宗
宏
振
禅
師
、一
七
二
七
～
一
八
〇
七
）
が
開
版
し
た
、『
普

勧
坐
禅
儀
』・『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
が
収
録
さ
れ
て
い
る
経
本
『
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
』（
以
下
、玄
透
本
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
、
宋
よ
り
帰
朝
し
た
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）
が
、
嘉
禄
三
年
（
安
貞
元
年
、
一
二
二
七
）
に
著
し
た
、

坐
禅
の
儀
則
・
作
法
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
著
し
た
『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』、
ま
た
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）
に
著

し
た
『
弁
道
話
』
と
は
、
道
元
禅
師
が
入
宋
し
て
学
び
得
た
、「
仏
家
の
正
法
」（『
弁
道
話
』）
と
し
て
の
「
坐
禅
」
を
様
々
な
角
度
か
ら

説
き
示
し
た
、
道
元
禅
師
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
一
体
の
著
作
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
れ
ら
は
、
そ
の
後
著
さ
れ
た
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」・「
坐
禅
儀
」
巻
等
も
含
め
て
、
道
元
禅
師
の
宗
旨
を
支
え
る
根
幹
書
で
あ

る
と
言
え
る
。『
普
勧
坐
禅
儀
』
撰
述
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
曹
洞
宗
を
代
表
す
る
宗
学
者
で
あ
る
面
山
瑞
方
（
一
六
八
三

～
一
七
六
九
）
が
、『
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』（
以
下
、『
行
法
鈔
』）
五
「
坐
禅
法
」
に
お
い
て
、

諸
清
規
及
諸
録
ニ
、
坐
禅
儀
ト
銘
ト
箴
ト
歌
ナ
ド
モ
出
タ
リ
。
共
ニ
正
伝
ノ
家
訓
ニ
合
セ
ズ
。
ユ
ヘ
ニ
祖
師
、
別
ニ
普
勧
坐
禅
儀
、

マ
タ
弁
道
話
、
マ
タ
仮
字
ノ
坐
禅
儀
、
坐
禅
箴
等
ヲ
撰
セ
ラ
ル
。
仏
祖
ノ
要
機
未
曽
有
ノ
大
法
ナ
リ
。
児
孫
晨
昏
参
熟
シ
テ
、
慢
易
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ナ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
余
祖
意
ヲ
述
シ
テ
、
自
受
用
三
昧
ヲ
説
ク
。
初
心
ハ
ヨ
ム
ベ
シ
。（『
曹
洞
宗
全
書
』〈
以
下
、『
曹
全
』〉
清
規

二
〇
五
頁
、
句
読
点
筆
者
、
以
下
略
）

と
述
べ
て
い
る
通
り
、
長
蘆
宗
賾
撰
「
坐
禅
儀
」
等
が
存
し
た
が
、「
雖
順
百
丈
之
古
意
、
少
添
賾
師
之
新
条
。
所
以
略
有
多
端
之
錯
、

広
有
昧
没
之
失
」（『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』）
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
改
め
て
「
正
伝
ノ
家
訓
」
を
説
く
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
嘉
禄
三
年
に
撰
述
さ
れ
、
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
に
清
書
さ
れ
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
、「
坐

禅
箴
」
巻
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
後
に
流
布
本
『
普
勧
坐
禅
儀
』
へ
と
書
き
改
め
ら
れ
、
こ
の
流
布
本
が
玄
透
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
玄
透
の
主
要
な
業
績
を
挙
げ
る
と
、
仏
眼
寺
（
大
阪
府
豊
中
市
）
住
持
中
に
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
に

『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
巻
を
、翌
年
に
は
『
弁
道
話
』
の
単
行
本
を
そ
れ
ぞ
れ
開
版
し
て
い
る
（
共
に
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』〈
以

下
、『
大
成
』〉
四
所
収
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
九
年
二
月
）。
ま
た
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
の
永
平
寺
晋
住
後
に
は
、
永
平
寺
伽
藍

の
再
整
備
、
寛
政
八
年
に
『
禅
苑
清
規
』（
宝
永
六
年
〈
一
七
〇
九
〉
刊
本
）
を
再
刊
し
、
さ
ら
に
同
年
に
『
祖
規
復
古
雑
稿
』（『
続
曹

洞
宗
全
書
』〈
以
下
、『
続
曹
全
』〉
清
規
所
収
）
を
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
『
永
平
小
清
規
』（『
曹
全
』
清
規
所
収
）
を
そ
れ
ぞ

れ
撰
述
・
刊
行
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
を
通
じ
た
、
清
規
面
に
お
け
る
古
規
復
古
の
実
現
、
寛
政
十
年
の
『
改
永
平
寺
世

牌
記
』
の
撰
述
に
よ
る
「
世
代
改
め
」
の
達
成
、
道
元
禅
師
五
五
〇
回
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
の
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』
の
開
版
（
文

化
八
年
刊
）
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、玄
透
に
よ
る
道
元
禅
師
著
作
の
単
行
本
の
開
版
と
、そ
れ
以
降
の
事
績
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
行
持
」
巻
の
開
版
は
、

仏
眼
寺
か
ら
円
通
寺
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
に
移
っ
た
後
、
寛
政
五
年
に
著
し
た
『
円
通
応
用
清
規
』（『
続
曹
全
』
清
規
所
収
）
の
実
践
、

及
び
翌
年
の
『
校
訂
冠
註
永
平
清
規
』
の
刊
行
に
始
ま
り
、
永
平
寺
晋
住
後
に
大
成
す
る
こ
と
と
な
る
古
規
復
古
運
動
に
対
し
て
、
そ
の

思
想
的
根
拠
を
与
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
動
き
は
、
古
規
復
古
運
動
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
、
卍
山
道
白

（
一
六
三
六
～
一
七
一
五
）
に
よ
る
『
正
法
眼
蔵
』「
安
居
」
巻
の
開
版
（
貞
享
元
年
〈
一
六
八
四
〉、『
大
成
』
四
所
収
）
と
、大
乗
寺
（
石

玄透即中開版『永平高祖普勧坐禅儀』について 　18



川
県
金
沢
市
）
に
お
け
る
『
椙
樹
林
清
規
』
の
撰
述
（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉
頃
完
成
、『
曹
全
』
清
規
所
収
）・
実
践
と
軌
を
一
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
意
図
が
伺
え
る
。
そ
し
て
『
弁
道
話
』
の
開
版
に
つ
い
て
も
、本
稿
で
紹
介
す
る
玄
透
本
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、

よ
り
そ
の
意
図
が
明
瞭
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
、
玄
透
の
業
績
を
取
り
上
げ
た
著
作
は
複
数
存
し
、
玄
透
本
も
、
吉
川
彰
準
氏
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
は
指
摘
さ
れ
て
い

た（
１
）。

し
か
し
、『
新
纂
禅
籍
目
録
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
、
一
九
六
四
年
十
月
、
四
〇
八
～
四
〇
九
頁
）、『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
九
月
～
一
九
九
一
年
一
月
）
の
内
容
を
全
て
含
む
、
国
文
学
研
究
資
料
館
作
成
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

を
は
じ
め
と
す
る
蔵
書
目
録
、
桜
井
秀
雄
「
普
勧
坐
禅
儀
参
究
の
資
料
に
つ
い
て
」（『
普
勧
坐
禅
儀
の
参
究
』、
大
本
山
永
平
寺
、

一
九
七
四
年
十
一
月
）、『
曹
洞
宗
全
書
』
解
題
・
索
引
（
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
九
月
、
七
六
～
七
七
頁
）、『
永
平
寺
史
』（
大

本
山
永
平
寺
、
一
九
八
二
年
九
月
）
等
の
主
要
先
行
研
究
で
は
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
本
稿
執
筆
に
当
た
っ
て
、
国
立
国
会
図
書

館
等
の
各
機
関
の
所
蔵
資
料
を
改
め
て
検
索
し
た
が
、
現
蔵
者
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
先
行
研
究
の
状
況
は
、
玄
透
本

の
現
物
を
直
接
確
認
す
る
の
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
存
在
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
は
先

日
、
本
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
そ
の
内
容
の
検
証
を
通
じ
て
、『
普
勧
坐
禅
儀
』・『
普

勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
に
関
す
る
諸
説
が
修
正
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
ま
ず
、玄
透
本
の
史
料
紹
介
を
通
じ
て
、

そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
つ
つ
、
本
書
の
内
容
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
た
玄
透
本
は
、
拙
稿
「『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
訓
読
の
歴
史
に
つ
い
て
（
一
）」（『
駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報
』
第
四
十
七

号
、
二
〇
一
五
年
五
月
）
に
お
い
て
、
未
了
の
課
題
と
し
た
点
に
つ
い
て
も
示
唆
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
文
献
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
⑴

『
普
勧
坐
禅
儀
』
が
読
誦
経
典
と
し
て
の
地
位
を
得
た
時
期
は
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
か
、
⑵
現
在
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
訓
読
が
一
定
し

な
い
理
由
は
何
か
、
⑶
そ
の
訓
読
が
お
お
よ
そ
確
定
し
た
時
期
は
い
つ
頃
で
、
誰
の
手
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ

の
内
、
⑴
に
つ
い
て
は
、『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌
範
』（
曹
洞
宗
務
局
、
一
八
八
九
年
八
月
）
が
現
状
に
お
け
る
確
実
な
上
限
で
あ
る
と
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し
、
前
稿
に
補
足
す
る
な
ら
ば
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
、
僧
堂
に
お
い
て
、
夜
坐
中
に
読
誦
す
る
と
い
う
方
法
も
本
書
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
（
上
巻
一
五
丁
表
）。
ま
た
⑵
・
⑶
に
関
し
て
は
、
発
刊
後
に
そ
の
存
在
を
知
っ
た
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
十
二
月
に
曹

洞
宗
務
局
が
頒
布
を
開
始
し
た
、『
曹
洞
教
会
々
衆
日
課
誦
経
』
に
そ
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、例
え
ば
『
参
同
契
』・『
宝

鏡
三
昧
』
の
訓
読
は
、
細
か
い
読
み
癖
を
除
け
ば
、
現
在
の
ほ
ぼ
全
て
の
経
本
に
お
い
て
一
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
曹
洞
教
会
々
衆
日

課
誦
経
』
に
こ
れ
ら
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
逆
に
『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
一
定
で
は
な
い
、

と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
仮
説
は
、
そ
の
現
物
を
見
る
ま
で
検
証
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
発
見
を
期
し
て
保
留
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
今
回
玄
透
本
を
入
手
し
た
こ
と
に
伴
い
、
特
に
⑴
に
つ
い
て
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
研
究
の
途
中

経
過
と
し
て
、
⑴
と
⑶
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
は
前
稿
の
続
編
と
し
て
の
位
置
付
け
も
あ
る
。

二
、
玄
透
本
の
書
誌
情
報

本
節
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
所
持
す
る
玄
透
本
の
書
誌
情
報
を
一
括
し
て
示
し
て
お
く
。
そ
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
以
下
の
各
節
に
お
い

て
、
そ
れ
を
補
足
・
説
明
す
る
形
で
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
玄
透
本
の
全
体
像
や
本
文
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
の
【
翻
刻
】
玄
透

即
中
開
版
『
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
』
及
び
【
写
真
】
玄
透
即
中
開
版
『
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
』
を
ご
参
照
頂
き
た
い
。

内
題
・
外
題
：
共
に
「
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
」。
外
題
題
簽
は
玄
透
の
筆
跡（

２
）。

装
丁
：
折
本
。
四
紙
継
紙
、
七
折
十
六
面
。
縦
18.0
㎝
×
横
7.4
㎝
。
一
紙
目
6.2
㎝
、
二
紙
目
50.5
㎝
、
三
紙
目
51.8
㎝
、
四
紙
目
6.2
㎝
。

本
文
：
毎
半
折
四
行
、
十
五
文
字
。
界
高
16.5
㎝
。
楮
紙
、
雲
母
引
き
。

刊
行
年
・
刊
行
者
：
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
六
月
、
大
江
玄
亀
（
生
没
年
不
詳
）
刊
。
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収
録
資
料
：『
普
勧
坐
禅
儀
』（
一
～
一
三
折
）、『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』（
一
四
～
一
六
折
）、
大
江
玄
亀
識
語（

３
）（

一
七
折
）、「
可
発
菩

提
心
事
」（
紙
背
一
～
一
〇
折
）、「
陪
庵
養
門
法
系
」（
仮
称
、
紙
背
一
一
～
一
二
折
）。
こ
の
内
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
は
若
干
の
書
き

込
み
あ
り
、『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
は
玄
透
の
筆
跡
、
紙
背
文
書
は
書
写
さ
れ
た
も
の
。

旧
蔵
者
：
陪（

培
）庵

養
門
（
？
～
一
八
七
五
）、
安
善
寺
（
新
潟
県
長
岡
市
）
再
中
興
二
十
三
世（

４
）。

裏
表
紙
に
「
安
政
三
辰
年
」（
一
八
五
六
）

の
墨
書
が
あ
る
た
め
、
入
手
は
そ
れ
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
装
丁
に
つ
い
て
―
「
読
誦
経
典
と
し
て
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』」
の
成
立
と
関
連
し
て
―

玄
透
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
装
丁
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
読
誦
の
際
に
用
い
る
経
本
と
し
て
、
非
常

に
適
し
た
大
き
さ
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
例
え
ば
、
現
在
永
平
寺
で
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
際
に
用
い
る
経
本
『
永
平
高
祖
御
垂

訓
』
は
、
縦
17.6
㎝
×
横
7.6
㎝
で
あ
り
、
玄
透
本
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。

玄
透
本
以
外
の
、
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
流
布
本
『
普
勧
坐
禅
儀
』
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）
他
刊
『
永
平
元
禅
師
語
録
（
永
平
略
録
）』
所
収
本
。

・
寛
文
十
三
年
（
延
宝
元
年
、
一
六
七
三
）
刊
『
永
平
広
録
』
八
（
法
語
）
所
収
本
。

・�

文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
以
前
刊
『
吉
祥
山
永
平
寺
寮
中
清
規（

５
）』

所
収
本
（
経
雲
堂
刊
、『
衆
寮
箴
規
』・『
対
大
己
五
夏
闍
梨
法
』・『
亀

鏡
文
』・『
信
心
銘
』・『
参
同
契
』・『
宝
鏡
三
昧
』
と
合
刻
）。

・
文
政
十
年
刊
『
永
平
弁
道
法
』
所
収
本
（
梅
華
堂
刊
、『
弁
道
法
』・『
赴
粥
飯
法
』・『
坐
禅
箴
』〈
道
元
禅
師
撰
〉
と
合
刻
）。

※
惟
一
成
允
（
一
七
八
八
～
一
八
六
一
）
が
、『
吉
祥
山
永
平
寺
寮
中
清
規
』
に
倣
っ
て
刊
行
し
た
も
の
。

・
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
刊
、
面
山
瑞
方
『
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
』（『
大
成
』
十
七
所
収
）。
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・
宝
暦
九
年
刊
、
指
月
慧
印
（
一
六
九
八
～
一
七
六
四
）『
普
勧
坐
禅
儀
不
能
語
』（『
大
成
』
十
七
所
収
）。

・
そ
の
他
、『
永
平
略
録
』・『
永
平
広
録
』
の
注
釈
書
。

近
世
に
お
け
る
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
刊
行
は
、『
永
平
広
録
』
等
の
他
の
著
作
の
一
部
と
し
て
、
あ
る
い
は
複
数
の
著
作
と
共
に
刊
行

さ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
ら
の
注
釈
書
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
装
丁
は
全
て
が
一
般
の
袋
綴
本
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
、『
吉
祥
山
永
平
寺

寮
中
清
規
』（
埼
玉
県
立
図
書
館
請
求
記
号
：
藜188.8/

ﾘ
/

、
縦
16.1
㎝
×
横
11.2
㎝
）・『
永
平
弁
道
法
』（
駒
澤
大
学
図
書
館
請
求
記
号
：

H
162/23

、縦
15.9
㎝
×
横
11.1
㎝
）
は
袖
珍
本
に
分
類
さ
れ
る
大
き
さ
の
本
で
あ
る
が
、そ
の
刊
行
の
目
的
は
、『
永
平
弁
道
法
』「
後
序
」
に
、

「
但
其
冊
子
大
、
而
不
便
行
李
。
先
是
衆
寮
清

（
マ
マ
）規

小
冊
別
行
、
衆
皆
便
之
。
今
又
刻
此
二
法
以
貽
同
志
、
亦
謀
其
便
也
」
と
見
え
る
通
り
、

携
行
に
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
「
今
附
刻
、
参
学
高
流
倶
奉
持
一
本
、
時

〻
鑑
行
焉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
容
の
参
究
と
実
践
が
主
眼
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
参
究
方
法
は
、
一
般
的
な
黙
読
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
折
本
形
式
の
も
の
と
し
て
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）、
道
元
禅
師
六
百
回
大
遠
忌
に
際
し
て
、
永
平
寺
に
天

福
本
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
寄
贈
し
た
古
筆
了
伴
（
一
七
九
〇
～
一
八
五
三
）
が
、
古
筆
了
仲
（
一
八
二
〇
～
一
八
九
一
）
と
共
に
刊
行
し

た
と
さ
れ
る
、
天
福
本
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
複
製
本
が
あ
る
（
駒
澤
大
学
図
書
館
請
求
記
号
：188.84/1261

）。
し
か
し
、
本
書
は
原
典

に
倣
っ
て
、
訓
点
等
が
一
切
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
読
誦
に
用
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
玄
透
本
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
先
述
の
『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌
範
』
の
記
載
の
意
味
が
明
確
に
な
る
。
そ
の
該
当
部
分
に
は
、

「
○
挙
経
ノ
法
（
中
略
）
坐
禅
儀
○
普
勧
坐
禅
儀
ト
挙
ス
」
永
平
高
祖
云
云
ト
挙
ス
可
ラ
ス
」（
下
巻
一
三
丁
裏
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
当

時
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
際
に
「
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
」
と
挙
経
す
る
事
例
が
あ
っ
た
た
め
の
記
載
と
考
え
ら
れ
、
読
誦
の
際

に
用
い
て
い
た
何
ら
か
の
資
料
中
の
記
載
を
踏
ま
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
前
掲
の
諸
刊
本
の
中
に
は
こ
の
書
名
を
用
い
て
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い
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
玄
透
本
は
前
節
で
記
し
た
通
り
、
内
題
・
外
題
共
に
「
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌
範
』
で
は
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
玄
透
本
の
記
載
を
念
頭
に
、
挙
経
の
際
の
注

意
点
を
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

６
）。

で
は
、玄
透
の
時
代
に
お
い
て
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
読
誦
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、『
永

平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
三
（
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
。
以
下
、『
文
書
編
』
三
）
に
十
九
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
、
永

平
寺
の
校
割
帳
か
ら
そ
れ
を
探
っ
て
み
た
い
。
現
在
永
平
寺
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
校
割
帳
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
校
割
帳
と
は
、
住
持
の
交
代
に
際
し
て
、
個
人
の
私
物
と
寺
院
の
公
共
財
産
を
分
別
し
、
寺
院
財
産
を
次
代
に
正
確
に
引
き
継
ぐ
た

め
に
作
成
さ
れ
る
目
録
で
あ
る
。
詳
細
は
『
文
書
編
』
三
の
解
説（

７
）を

参
照
さ
れ
た
い
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
永
平
寺
に
お
い
て
は
、
副
寺

寮
・
知
客
寮
等
の
寮
舎
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
管
轄
す
る
施
設
に
所
蔵
さ
れ
る
什
器
の
一
切
を
書
き
上
げ
、
次
代
に
引
き
渡
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
、『
校
割
帳　

知
客
寮
（
文
化
十
一
年
）』
の
「
仏
殿
之
部
」
に
、「
一
、普
観〔

勧
〕坐

禅
儀　

六
巻　

八
十
九
」（『
文
書
編
』
三
・

三
二
二
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
記
載
は
『
校
割
帳　

知
客
寮
（
文
政
元
年
）』（
同
前
三
六
四
頁
）、『
校
割
帳
（
文
政
八
年
）』（
同
前
四
三
三

頁
）、『
校
割
帳
（
弘（

一
八
四
五
）

化
二
年
）』（
同
前
五
一
二
頁
）
に
も
確
認
で
き
る（

８
）。

文
化
十
一
年
の
『
校
割
帳
』
は
、
永
平
寺
五
十
二
世
独
雄
宣
峰

（
？
～
一
八
三
五
）
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
頃
に
は
、
先
述
の
天
福
本
の
複
製
本
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
こ
の
「
普
観
坐
禅
儀
」
は
玄
透
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
「
仏
殿
之
部
」
に
は
、「
一
、
日
課
回
向
本　

一
巻　

八
十
五
」（
文
化
十
一
年
本
、
同
前
三
二
二
頁
）
や
、「
一
、
読
誦
中
音
牌　

二
枚　

百
七
」（
文
政
八
年
本
、
同
前
四
三
四
頁
）
の
よ
う

な
記
載
が
確
認
で
き
る
の
で
、
少
な
く
と
も
仏
殿
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
経
典
の
読
誦
が
行
わ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
普

勧
坐
禅
儀
』
以
外
に
、
読
誦
用
の
経
本
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
は
、「
普
観
坐
禅
儀
」
に
続
い
て
記
さ
れ
る
、「
一
、
発
願
文　

四
巻　

九
十
」・「
一
、
祇
園
正
儀　

五
十
巻　

九
十
一
」
で
あ
る
。
玄
透
は
寛
政
四
年
に
「
祇
園
正
儀
」
を
刊
行（

９
）し

、
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
寛
政

八
年
に
「
発
願
文
」
の
折
本
が
刊
行（

（1
（

さ
れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
ら
も
玄
透
本
と
共
に
仏
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
普
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勧
坐
禅
儀
』・「
祇
園
正
儀
」・「
発
願
文
」
は
、
全
て
本
節
の
冒
頭
で
挙
げ
た
『
永
平
高
祖
御
垂
訓
』
に
収
録（

（1
（

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か

ら
も
、
読
誦
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

続
い
て
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
が
仏
殿
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
本
稿
冒
頭
で
示
し
た
面
山
『
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
一
「
日
分
課
誦
回
向
文
」
で
あ
り
、「
普
勧
坐
禅
儀
〈
粥
了

無
諷
経
、
則
禺
中
誦
之
。
若
哺
時
放
参
、
則
誦
之
亦
好
（
粥
了
諷
経
無
き
と
き
は
、
則
ち
禺
中
に
之
を
誦
す
。
若
し
哺
時
放
参
な
れ
ば
、

則
ち
之
を
誦
す
も
亦
た
好
し
）〉」（『
曹
全
』
清
規
六
五
頁
、〈　

〉
内
は
割
注
）
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
『
行
法
鈔
』
の
記
事
は
、
朝
課

で
行
う
祠
堂
諷
経
と
、
日
中
で
行
う
仏
殿
諷
経
に
お
け
る
回
向
文
の
間
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
朝
課
に
お
い
て
、
祠
堂

諷
経
に
引
き
続
い
て
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
も
し
朝
課
が
無
い
場
合（

（1
（

は
日
中
諷

経
の
際
に
読
む
と
定
め
、
ま
た
晩
課
の
際
に
読
誦
す
る
の
も
ま
た
良
い（

（1
（

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
日
に
必
ず
一
回
は
読
む
こ
と
を
求

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
日
分
課
誦
回
向
文
」
は
、
粥
了
諷
経
は
仏
殿
諷
経
よ
り
始
ま
り
、
さ
ら
に
禺
中
諷
経
は
仏
殿
諷
経
の
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
課
・
日
中
諷
経
共
に
仏
殿
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
整
理
す
る
と
、
玄
透
後
の
永
平
寺

に
お
い
て
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
場
合
は
、
仏
殿
に
お
い
て
、
主
に
朝
課
・
日
中
諷
経
の
際
に
読
誦
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
、
僧
堂
に
お
い
て
、
夜
坐
中
に
読
誦
す
る
と
い
う
現
在
の
方
法
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、面
山
が
一
日
に
必
ず
一
度
は
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
む
こ
と
を
定
め
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
。『
行
法
鈔
』
の
解
説
・

考
証
編
で
あ
る
、『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』
二
「
日
分
課
誦
考
訂
」
に
、

コ
ノ
鈔
ニ
普
勧
坐
禅
儀
ヲ
ヨ
ム
ハ
、
永
平
祖
師
、
伝
法
帰
東
最
初
ノ
述
作
ニ
テ
、
仏
祖
正
伝
ノ
坐
禅
ヲ
始
テ
日
本
ニ
流
通
セ
ラ
ル
ル

本
意
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ル
、
西
来
祖
道
我
伝
東
ト
ア
ル
ハ
、
コ
ノ
旨
ナ
リ
。
普
勧
ノ
二
字
ハ
、
五
百
年
以
来
ノ
児
孫
、
我
輩
ヘ
ノ
直
至
ニ

シ
テ
、
今
日
洞
下
ノ
僧
一
人
モ
コ
ノ
二
字
ヲ
戴
カ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。
コ
ノ
大
慈
大
悲
ヲ
忘
テ
、
或
ハ
心
ニ
ウ
ケ
ガ
ワ
ズ
、
別
ニ
他
義
ヲ

修
行
セ
ン
人
ハ
、
一
向
ニ
他
派
ニ
衣
ヲ
易
テ
、
ソ
ノ
祖
師
ヲ
荷
担
セ
ラ
レ
テ
ヨ
シ
。
実
ニ
コ
ノ
坐
禅
儀
ハ
、
仏
祖
ノ
要
機
ニ
テ
、
他
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門
ニ
類
ナ
キ
無
上
甚
深
ノ
三
昧
、
壁
観
ノ
妙
訣
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
日
日
ニ
ヨ
ミ
テ
、
妙
旨
ヲ
証
契
シ
、
祖
恩
ヲ
報
ズ
ベ
シ
。（『
曹
全
』

清
規
二
三
七
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
日
々
読
誦
す
る
こ
と
で
、
そ
の
宗
旨
を
理
解
し
、
実
証
し
つ
つ
、
祖
師
の
報
恩
を
行
う
と
い
う
目

的
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
面
山
が
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
こ
の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
た
の
に
は
、『
普

勧
坐
禅
儀
聞
解
』
等
の
撰
述
を
通
じ
た
、『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
対
す
る
深
い
参
究
が
背
景
に
あ
る
可
能
性
も
あ
る（

（1
（

。

玄
透
と
面
山
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

玄
透
の
古
規
復
古
運
動
は
玄
透
以
前
の
宗
学
者
が
思
想
と
し
て
表
明
し
て
い
た
こ
と
を
、
永
平
寺
住
持
と
い
う
位
置
に
お
い
て
末
派

に
号
令
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
面
山
等
の
古
規
復
古
思
想
は
、
す
で
に
こ
れ
を
実
現
す
る
人
を
待
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
玄
透
自
身
も
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（『
祖
規
復
古
雑
稿
』）。（
鏡
島
元
隆
『
道
元
禅
師
思
想
の
あ
ゆ
み
』
三　

江
戸

時
代
「
総
説
」、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
七
月
、
一
三
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
玄
透
の
復
古
思
想
の
淵
源
は
面
山
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、『
行
法
鈔
』
に
記
さ
れ
る
規
則
を
そ
の

ま
ま
永
平
寺
に
導
入
し
た
と
し
て
も
大
き
な
疑
問
は
生
じ
な
い
。
し
か
し
、『
永
平
小
清
規
』
に
は
『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
誦
す
る
こ
と

は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
を
宗
門
一
般
に
幅
広
く
求
め
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
や
や
疑
問
の
残
る
点
も
あ
る
。
し
か
し
、
玄
透

が
永
平
寺
に
お
い
て
、
面
山
の
定
め
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
読
誦
に
よ
る
内
容
の
参
究
を
実
現
し
、
ま
た
後
述
す
る
『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述

由
来
』
の
翻
刻
文
を
訂
正
の
上
、
改
め
て
紹
介
す
る
と
い
う
目
的
も
兼
ね
て
、
玄
透
本
を
開
版
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
考
慮
す
る
と
、
玄
透
本
は
、
読
誦
を
前
提
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
目
的
は
、
読
誦
を
通
じ
た

内
容
の
参
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
玄
透
本
は
、
敢
え
て
折
本
と
い
う
形
式
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
は
、
同
じ
く
仏
殿
に
置
か
れ
て
い
た
他
の
玄
透
の
出
版
書
と
の
関
係
か
ら
、
成
立
過
程
が
明
確
に
は
判
明
し
て
い
な
い
『
永
平
高
祖

御
垂
訓
』
に
も
関
連
し
て
、
興
味
深
い
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
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四
、
本
文
・
旧
蔵
者
に
つ
い
て
―
巨
海
東
流
と
の
関
係
を
中
心
に
―

前
節
を
踏
ま
え
つ
つ
、
玄
透
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
で
は
、
前
掲
拙
稿
「『
普

勧
坐
禅
儀
』
の
訓
読
の
歴
史
に
つ
い
て
（
一
）」
の
〈
資
料
二
〉『
普
勧
坐
禅
儀
』
諸
本
訓
読
比
較
（
以
下
、
本
節
に
お
け
る
本
論
文
か
ら

の
引
用
は
頁
数
の
み
記
し
、丸
数
字
は
〈
資
料
二
〉
で
付
し
た
通
し
番
号
を
指
す
）
に
て
挙
げ
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
主
要
な
訓
読
資
料
、

ま
た
巨
海
東
流
の
著
作
と
の
比
較
を
中
心
に
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
玄
透
本
と
主
要
資
料
の
差
を
確
認
し
て
み
る
と
、
玄
透
本
は
、『
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
』
の
本
文
・
訓
読
に
類
似
し
て
い
る
部
分

が
多
い
。『
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
述
べ
る
『
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
撰
述
由
来
』
の
翻
刻
文
か
ら
も
そ
の
影
響

が
見
て
取
れ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
そ
れ
に
依
り
つ
つ
、
自
身
の
見
識
を
勘
案
し
て
訓
読
を
作
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
玄
透

本
は
、
他
本
と
比
べ
て
、
訓
読
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
か
迷
う
部
分
が
少
な
く
な
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い

る
の
も
特
徴
で
あ
る
と
言
え
、
そ
れ
は
本
書
を
読
誦
に
用
い
て
い
た
こ
と
を
補
強
す
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

文
字
の
異
同
に
つ
い
て
見
る
と
、例
え
ば
「
②
大
都

0

0

不
離
当
処
兮
、豈
用
修
行
之
脚
頭
者
乎
」（
一
七
六
～
一
七
八
頁
）
の
傍
点
部
が
「
太

都
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
玄
透
本
と
『
聞
解
』
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、「
⑫
舌
掛
上
腭
、
唇
歯
相
着0

、
目
須
常
開
」
の
「
着
」
が
「
著
」

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
玄
透
本
・
門
鶴
本
系
諸
本
及
び
『
聞
解
』・『
普
勧
坐
禅
儀
不
能
語
』
に
限
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
聞
解
』

の
影
響
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

諸
本
と
は
異
な
る
玄
透
本
の
読
み
方
は
二
点
あ
り
、
ま
ず
「
③
挙
衝
天
之
志
気
」
を
「
衝シ

ュ

天
の
■志

気
を
挙
る
に

0

0

0

」
と
し
て
い
る
点
で
、

他
本
の
大
半
は
「
挙
ぐ
」
か
「
挙
る
も
」
で
あ
る
。
ま
た
「
④
面
壁
九
歳
之
声
名
尚
聞
」
を
「
面
壁
九
歳
の
声
名
尚
を
聞
く

0

0

」
と
し
て
い

る
が
、
他
本
は
「
聞
ふ
」
か
「
聞
ゆ
」
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
諸
本
と
も
異
な
り
、
現
行
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本
で
お
お
よ
そ
採
用
さ
れ
て
い
る
読
み
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
玄
透
本
の
読
み
が
、
そ
の
ま
ま
『
永
平
高
祖
御
垂
訓
』
等
の

現
行
本
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
恐
ら
く
近
代
以
降
に
、
そ
れ
以
外
の
様
々
な
史
料
を
勘
案
し
な
が
ら
新
た
に
策

定
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
の
特
定
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
後
筆
で
は
あ
る
が
、「
寛0

繋
衣
帯

可
令
斉
整
」（
一
九
二
～
一
九
四
頁
）
の
「
寛
」
に
対
し
て
、「
ヒ
ロ
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
梅
峰
竺
信
（
一
六
三
三

～
一
七
〇
七
）
撰
『
永
平
元
禅
師
語
録
雋
原
』
に
見
ら
れ
る
も
の
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
現
行
本
と
は
異
な
る
特
異
な
読
み
方
を

し
て
い
た
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、本
書
の
紙
背
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
本
書
の
紙
背
に
は
、「
永
平
高
祖
発
菩
提
心
」
と
し
て
『
学

道
用
心
集
』「
可
発
菩
提
心
事
」
が
十
折
に
渡
っ
て
書
写
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
続
く
二
折
に
、
道
元
禅
師
か
ら
陪
庵
に
至
る
ま

で
の
法
系
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
永
平
高
祖
発
菩
提
心
」
は
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
『
校
割
帳　

知
客
寮
（
文
化
十
一
年
）』
に
も
、「
承

陽
庵
之
部
」
に
「
一
、
発
菩
提
心
文　

五
十
巻　

九
十
六
」（『
文
書
編
』
三
・
三
一
七
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
も
、
寛
政
八
年
に
玄
透
が
永

平
寺
蔵
版
と
し
て
開
版
し
た
、「
永
平
開
山
発
菩
提
心
文
」
の
折
本
（
十
折
）
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（『
永
平
寺
史
』
一
〇
七
九
頁
）、

玄
透
は
こ
れ
も
ま
た
読
誦
す
る
と
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
寛
政
八
年
刊
本
と
本
書
に
書
写
さ
れ
て
い
る
「
発
菩
提
心
」
の
丁
数
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
折
本
を
陪
庵
が
書
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を
読
誦
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
。
こ
の
一
方
で
、
書
写
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
旧
蔵
者
の
師
と
の
関
係

で
あ
り
、
恐
ら
く
資
料
の
表
題
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
の
方
が
要
因
と
し
て
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
旧
蔵
者
は
、
書
誌
情
報
に
て
述
べ
た
、「
陪
庵
養
門
法
系
」
に
よ
っ
て
特
定
で
き
る
。
そ
の
理
由
は
、
陪
庵
の
名
の
み
が
朱
墨
・

別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
箇
所
の
み
、
恐
ら
く
陪
庵
の
法
嗣
で
あ
る
安
善
寺
二
十
四
世
大
法
黙
通
（
？
～
一
八
九
六
）
に

よ
っ
て
補
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
法
系
の
記
事
に
よ
り
、「
永
平
高
祖
発
菩
提
心
」
が
書
写
さ
れ
て
い
る
、

も
う
一
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
陪
庵
の
嗣
法
師
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
有
力
な
宗
学
者
で
あ
る
巨
海
東
流
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（
一
七
七
九
～
一
八
五
三
、
大
聖
寺
〈
長
野
県
飯
山
市
〉
十
七
世
、
常
安
寺
〈
三
重
県
鳥
羽
市
〉
二
十
世
、
豪
徳
寺
〈
東
京
都
世
田
谷
区
〉

二
十
二
世
）
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

巨
海
は
多
く
の
注
釈
書
を
撰
述
・
刊
行
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
『
永
平
高
祖
発
菩
提
心
』（
天
保
十
五
年
〈
一
八
四
四
〉
刊
、『
曹
全
』

注
解
四
所
収
）
を
称
す
る
著
作
が
あ
り
、
本
書
に
書
写
さ
れ
て
い
る
部
分
に
対
し
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
駒
澤
大
学
図
書
館
に

は
巨
海
の
撰
述
し
た
『
普
勧
坐
禅
儀
弁
抄
』
の
写
本
が
複
数
部
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
も
関
係
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

玄
透
本
と
こ
れ
ら
巨
海
著
作
の
内
容
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ま
ず
『
普
勧
坐
禅
儀
』
本
文
に
つ
い
て
、
巨
海
の
序
文
を
有
す
る
『
普
勧

坐
禅
儀
弁
抄
』（
駒
大
図
書
館
請
求
記
号
：H

131.1/27

）
及
び
『
普
勧
坐
禅
儀
弁
解
』（
駒
大
図
書
館
請
求
記
号
：H

131.1/2

）
と
比
較

を
行
っ
た
。
前
者
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
に
対
す
る
訓
点
は
後
筆
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
後
者
は
訓
点
が
殆
ど
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

問
題
を
考
慮
し
つ
つ
検
討
す
る
と
、
後
者
に
は
一
致
点
が
確
認
で
き
ず
、
前
者
は
本
文
の
文
字
に
つ
い
て
、
先
述
の
「
太
都
」
及
び
「
著
」

に
つ
い
て
は
玄
透
本
と
一
致
し
た
も
の
の
、
読
み
に
関
し
て
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
参
照
し
て
い
た
可
能
性
は
全
く
無
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
高
く
は
な
い
と
い
う
結
論
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、「
永
平
高
祖
発
菩
提
心
」
に
つ
い
て
も
訓
読
や
文
字
の

異
同
を
確
認
す
る
と
、
若
干
の
異
同
や
写
し
間
違
い
が
確
認
さ
れ
る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
但

し
、
巨
海
も
「
永
平
開
山
発
菩
提
心
文
」
に
依
拠
し
て
注
解
を
行
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
玄
透
開
版
本
を
直
接
確

認
で
き
て
い
な
い
以
上
、
確
実
な
所
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
玄
透
本
の
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
本
文
・
訓
読
に
つ
い
て
は
、『
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
』
の
影
響
が
大
き
く
、
門
鶴
本
・

卍
山
本
『
永
平
広
録
』
等
の
影
響
は
小
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
玄
透
本
の
訓
読
が
現
代
に
通
ず
る
も
の
な
の
か
に
つ
い
て

は
、
完
全
に
は
首
肯
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
な
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
巨
海
東
流
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
所
在
不
明
の
た
め
未
見
の
資
料
、
あ
る
い
は
別
の
資
料
の
発
見
に
よ
り
結
論
が
変
わ
る
こ
と
を
期
し
つ
つ
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
て
お
き
た
い
。
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五
、�

刊
行
年
・
刊
行
者
・
収
録
資
料
に
つ
い
て�

　
―
近
代
に
お
け
る
『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
の
翻
刻
と
の
関
係
を
巡
っ
て
―

続
い
て
、
刊
行
年
・
刊
行
者
及
び
収
録
資
料
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
。
刊
行
年
・
刊
行
者
は
、
一
七
折
目
に
あ
る
、「
寛
政
庚
申
年

六
月
日　

越
后
比
丘
玄
亀
敬
刻
」
の
識
語
か
ら
判
明
す
る
。「
越
后
比
丘
玄
亀
」
は
、
吉
川
彰
準
氏
に
よ
れ
ば
、
玄
透
の
法
嗣
三
十
三
人

の
一
人
で
、
玄
透
の
永
平
寺
住
持
中
に
副
寺
を
勤
め
た
大
江
玄
亀
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
で
あ
る
。
住
職
地
は
、『
曹
洞
宗
全
書
』
大

系
譜
（
二
三
一
頁
）
に
よ
れ
ば
不
明
で
あ
る
が
、
吉
川
氏
は
「
越
後
西
徳
」
及
び
「
越
前
洞
泉
」
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
前
者
は
、『
延

享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
』（
名
著
普
及
会
、
一
九
八
〇
年
八
月
）
に
よ
る
限
り
で
は
寺
院
が
存
在
せ
ず
、
ま
た
後
者
に
つ
い
て
も
、『
曹

洞
宗
福
井
県
寺
院
誌
』（
曹
洞
宗
福
井
県
宗
務
所
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
の
洞
泉
寺
（
福
井
県
敦
賀
市
）
の
項
目
（
一
四
〇
頁
）
を
参
照

す
る
限
り
で
は
世
代
に
名
前
が
見
い
だ
せ
な
い
。
確
実
な
行
状
と
し
て
は
、
玄
透
開
版
「
行
持
」
巻
の
開
版
助
縁
者
の
「
為
全
到
士
〈
越

後
〉
玄
亀
」（『
大
成
』
四
・
七
三
六
頁
）
の
記
載
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
を
要
す
る
。

そ
し
て
前
掲
の
識
語
の
前
に
、「
愚
按
初

ノ
四
圏

ハ
撰
坐
禅
儀
、
後

ノ
三
圏

ハ
旧
窠
窟

ナ
ラ
ン

歟
」
と
玄
亀
が
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
普

勧
坐
禅
儀
』
に
続
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』（
以
下
、『
撰
述
由
来
』）
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。『
撰
述
由
来
』
は
、

面
山
が
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
正
月
に
含
蔵
寺
（
熊
本
県
阿
蘇
郡
高
森
町
）
に
お
い
て
発
見
し
、
後
に
こ
の
翻
刻
文
を
『
普
勧
坐
禅
儀

聞
解
』（
以
下
、『
聞
解
』）
に
掲
載
し
て
い
る（

（1
（

。
玄
透
本
は
こ
れ
に
続
く
も
の
で
、
面
山
以
降
、
近
代
以
前
の
間
を
埋
め
る
存
在
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
重
要
な
点
を
二
つ
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
点
目
は
、『
撰
述
由
来
』
が
寛
政
十
二
年
六
月
以
前
か
ら
永
平
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
は
面
山
が
永
平
寺
に
寄
贈
し
た
と
い
う
可
能
性
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
聞
解
』
の
刊
行
年
及
び
「
予
コ
レ
ヲ
感
得
シ
テ
、
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久
シ
ク
護
持
ス
」
の
記
載
を
考
慮
す
る
と
、『
撰
述
由
来
』
は
、宝
暦
七
年
以
降
、寛
政
十
二
年
以
前
に
永
平
寺
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
二
点
目
は
、
面
山
が
不
明
と
し
た
四
箇
所
の
欠
字
を
、
原
本
を
改
め
て
参
照
の
上
、
初
め
て
推
定
す
る
な
ど
、
現
在
に
も

通
ず
る
、面
山
よ
り
も
高
い
精
度
の
翻
刻
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、二
点
目
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
、『
聞
解
』・
玄
透
本
及
び
大
久
保
道
舟
氏
の
翻
刻
を
対
照
表
と
し
て
示
し
て
お
く
。

『
聞
解
』

玄
透
本

『
旧
大
久
保
本
』

教
外
別
伝
正
法
眼
蔵
、
吾

カ

朝
未

タ二

甞
テ

得
一

レ
聞

コ
ト
ヲ

　
　

、
矧

ヤ

坐
禅
儀

ハ

、
則

チ

無
シ二

今
マ

伝

コ
ト

一

矣
、
予①

○
嘉
禄
中
従
二
宋
土
一
帰

ル二

本
国

二一

、
因

ニ

有
二
参
学
一
○②

○
○
○
不
レ
獲
レ
已

コ
ト
ヲ

　
　

、
赴

テ

而
撰

スレ

之
ヲ

矣
、
昔
日
百
丈
禅
師
、

建③

二
連
屋

ヲ一

立
シ二

連
牀

ヲ一

、
能

ク

伝
フ二

少
林

ノ

之

風
ヲ一

、
不
レ
同
二
従
前
葛④

藤
ノ

○
○
○
学
者
知

テレ

之
ヲ

、
勿

レ二

混
乱

ス
ル
コ
ト

一　
　

矣
、
禅
苑
清
規

ニ

、

曽
テ

有
リ二

坐
禅
儀
一
、
雖
レ
順

ス
ト

二

百
丈

ノ

之
古

意
ニ一

、
少

ク

添
二
賾
師

ノ

之
新
条

ヲ一

所
以

ニ

、
略

有
二
多
端

ノ

之
錯
一
、
広

ク

有
リ二

昧
没

ノ

之
失
一
、

不
レ
知
二
言
外

ノ

之
領
覧

ヲ一

、何⑤

ン

人
カ

不
○
今

乃
チ

拾
テ二

見
聞

ノ

之
真
訣

ヲ一

、
代

フ
ル

二

心
表

ノ

之

稟
受

ニ一

而ノ
ミ

已
。

教
外
別
伝
正
法
眼
蔵
吾

カ

朝
未

タ二

甞
テ

得
一
レ

聞
コ
ト
ヲ

　
　
　

矧
ヤ

坐
禅
儀

ハ

則
チ

無
シ二

今
マ

伝
ル
コ
ト

一　
　

矣

予①

先
嘉
禄
中
従

リ二

宋
土
一
帰

ル二

本
圀

二一

因
ニ

有
二

参
学
一
請②

○（
撰
坐
禅
儀
）

○
○
○
不
レ
獲
■已

コ
ト
ヲ

　
　

赴
テ

而
撰

スレ

之
ヲ

矣
昔
日

ミ

百
丈
禅
師
建③

テ二

連
屋

ヲ一

■立

■連

牀

ヲ一

能
ク

伝
フ二

少
林

ノ

之
風

ヲ一

不
レ
同
二
従
前
葛④

藤
ノ

○（
旧
窠
窟
）

○
○
学
者
知

テレ

之
ヲ

勿
レ二

混
乱

ス
ル
コ
ト

一　
　
　

矣
禅

苑
清
規

ニ

曽
テ

有
リ二

坐
禅
儀
一
雖
レ
順

ス
ト

二

百
丈

ノ

之
古
意

ニ一

少
ク

添
フ二

賾
師

ノ

之
新
条

ヲ一

所
以

ニ

略

有
リ二

多
端

ノ

之
錯
一
広

ク

有
二
昧
没

ノ

之
失

ニ一

不

ン
ハ

レ

知
二
言
外
之
領
覧

ヲ一

何⑤

ン

人
カ

不
ンレ

違
セ

今
乃

チ

拾
テ二

見
聞

ノ

之
真
訣

ヲ一

代
フ二

心
表

ノ

之
稟
受

ニ一

而ノ
ミ

已

教
外
別
伝
。
正
法
眼
蔵
。
吾
朝
未
二
嘗
得
一

レ
聞
。
矧
坐
禅
儀
。
則
無
二
今
伝
一
矣
。
予①

先
嘉
禄
中
。
従
二
宋
土
一
帰
二
本
国
一
。
因

有
二
参
学
請②

一
□（

撰
二
□坐

□禅

□儀
）一

。
不
レ
獲
レ
已

赴
而
撰
レ
之
矣
。
昔
日
百
丈
禅
師
。
建③

二
連

屋
連
牀
一
。
能
伝
二
少
林
之
風
一
。
不
レ
同
二

従
前
葛④

藤
□（

旧

□窠
）一

。
学
者
知
レ
之
勿
二
混
乱

一
矣
。
禅
苑
清
規
。
曽
有
二
坐
禅
儀
一
。
雖

レ
順
二
百
丈
之
古
意
一
。
少
添
二
賾
師
之
新

条
一
。
所
以
略
有
二
多
端
之
錯
一
。
広
有
二

昧
没
之
失
一
。
不
レ
知
二
言
外
之
領
覧
一
。

何⑤

人
不
レ
達
。
今
乃
拾
二
見
聞
之
真
訣
一
。

代
二
心
表
之
稟
受
一
而
已
。
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※�
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
聞
解
』
…
『
大
成
』
十
七
・
六
四
〇
頁
、
玄
透
本
…
本
稿
末
尾
の
全
文
翻
刻
を
転
載
、『
旧

大
久
保
本
』
…
大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』（
春
秋
社
、
一
九
三
〇
年
十
二
月
）
七
七
四
頁
。

旧
字
は
新
字
に
改
め
、
玄
透
本
は
底
本
に
句
読
点
が
無
い
た
め
付
さ
な
か
っ
た
。

『
撰
述
由
来
』
の
原
本
は
、
面
山
時
点
か
ら
す
で
に
損
傷
が
著
し
か
っ
た
た
め
、
文
字
が
不
鮮
明
な
部
分
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
る
か
に
は
諸
説
あ
る（

（1
（

。『
撰
述
由
来
』の
本
文
に
関
す
る
問
題
を
本
格
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
、伊
藤
秀
憲
氏
の「『
普

勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
に
つ
い
て
」（『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』、
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
〇
二
年
八
月
。
以
下
、「
伊
藤
論
文
」）
及
び

『
原
文
対
照

現
代
語
訳 

道
元
禅
師
全
集
』
第
十
四
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）
の
伊
藤
氏
担
当
分
が
あ
り
、
本
稿
で
は
主
に
前
者
を
参
照
し
つ

つ
、
必
要
に
応
じ
て
後
者
で
補
い
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

伊
藤
氏
が
取
り
上
げ
て
い
る
、
判
読
が
困
難
、
あ
る
い
は
解
釈
が
分
か
れ
る
箇
所
は
、
対
照
表
中
の
傍
線
①
か
ら
⑤
で
示
し
た
、
特
に

『
聞
解
』
が
不
明
字
と
し
て
「
○
」
に
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
し
、
さ
ら
に
伊
藤
氏
の
見
解
を
加
え
て
箇
条
書
き

で
記
す
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
②
…
『
聞
解
』
が
そ
れ
ぞ
れ
不
明
と
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
玄
透
本
・『
旧
大
久
保
本
』・
伊
藤
氏
は
、
①
は
「
先
」、
②
は
「
撰

坐
禅
儀
」
と
推
定
し
、
さ
ら
に
②
の
「
撰
」
の
前
に
「
請
」
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
伊
藤
氏
は
、

①
の
残
さ
れ
た
部
分
の
み
か
ら
、「
先
」
と
読
む
の
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
伊
藤
論
文
」
一
一
二
頁
）。

③
…
『
旧
大
久
保
本
』
の
み
「
立
」
を
除
い
て
い
る
。
筆
者
の
所
持
す
る
玄
透
本
で
は
こ
の
部
分
は
欠
損
し
て
お
り
、
残
存
部
分
か
ら
判

読
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
一
行
当
た
り
の
文
字
数
か
ら
推
定
し
た
。
伊
藤
氏
は
、「
立
」
を
入
れ
る
方
が
良
い
と
し
て
い
る
。

④
…
『
聞
解
』・
玄
透
本
は
不
明
字
数
を
三
文
字
と
し
、『
旧
大
久
保
本
』・
伊
藤
氏
は
二
文
字
と
す
る
の
は
相
違
す
る
が
、
文
字
の
推
定

に
関
し
て
は
、
玄
透
本
は
「
旧
窠
窟
」、『
旧
大
久
保
本
』・
伊
藤
氏
は
「
旧
窠
」
と
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
一
と
言
え
る
。
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⑤
…
『
聞
解
』
が
不
明
と
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
、
伊
藤
氏
は
、「
文
字
そ
の
も
の
は
比
較
的
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
く
ず
し
字
で

あ
る
か
ら
こ
れ
を
ど
う
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（「
伊
藤
論
文
」
一
一
五
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
玄
透
本
は
「
違
」、『
旧
大
久
保
本
』
は
「
達
」
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
。
伊
藤
氏
は
、
橋
本
恵
光
氏
の
「
迷
」
及

び
橋
本
氏
・
榑
林
皓
堂
氏
の
「
違
」
と
す
る
説
を
紹
介（

（1
（

し
て
お
り
、
こ
の
両
者
か
ら
、
意
味
で
は
甲
乙
つ
け
難
い
た
め
、
最
終
的
に
筆

跡
を
考
慮
し
て
「
迷
」
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
は
、
④
の
文
字
数
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
相
違
が
あ
り
、

諸
説
あ
っ
て
一
定
し
な
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
比
較
か
ら
玄
透
本
を
位
置
付
け
る
と
、
特
に
④
か
ら
分
か
る
通
り
、『
聞
解
』
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
を
修
正
し
な
が
ら
翻
刻
文

を
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
現
在
の
翻
刻
文
に
非
常
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
『
旧
大
久
保

本
』
に
も
言
え
、『
聞
解
』
に
加
え
て
玄
透
本
を
参
照
し
つ
つ
、
翻
刻
文
を
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

を
さ
ら
に
詳
し
く
論
ず
る
に
当
た
っ
て
、『
撰
述
由
来
』
の
翻
刻
に
関
す
る
旧
来
の
説
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、『
聞
解
』
に
見
え
る
四
箇
所
の
欠
字
部
分
を
初
め
て
補
っ
た
の
は
、
稲
村
坦
元
・
大
久
保
道
舟
編
『
禅
苑
墨
華
』（
禅

苑
墨
華
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
二
月
）
の
解
説
で
あ
る
。
そ
の
翻
刻
文
で
は
欠
字
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
が
、
解
説
文
で
は
そ
れ
を

補
っ
た
状
態
で
書
か
れ
て
お
り
、『
旧
大
久
保
本
』
に
も
そ
れ
と
同
一
の
傍
注
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
補
い
は
、
両
者
の

編
者
、
つ
ま
り
大
久
保
氏
の
推
定
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
（「
伊
藤
論
文
」
一
一
三
～
一
一
四
頁
）。
加
え
て
、
大
久
保

氏
が
後
に
編
集
し
た
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
（
筑
摩
書
房
、一
九
七
〇
年
五
月
。
以
下
、『
新
大
久
保
本
』
下
）
の
、「
禅
師
ノ
真
筆
本
（
永

平
寺
所
蔵
）
ヲ
底
本
ト
シ
、
剥
落
ノ
欠
字
ハ
面
山
（
瑞
方
）
ノ
訂
補
ニ
ヨ
ッ
テ
傍
記
シ
タ
」（
六
頁
）
の
脚
注
を
考
慮
し
つ
つ
、

大
久
保
博
士
は
、
面
山
本
を
参
考
に
し
て
本
文
を
解
読
し
、
面
山
が
不
明
と
し
た
箇
所
も
読
み
解
い
た
の
で
あ
る
が
、
依
然
不
明
な

ま
ま
二
箇
所
は
残
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
不
明
箇
所
の
六
文
字
は
、
大
久
保
博
士
が
推
測
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
或
い
は
、
博

士
が
ご
覧
に
な
っ
た
『
聞
解
』
等
の
資
料
に
、
後
人
の
そ
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。（「
伊
藤
論
文
」
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一
一
四
頁
）

と
し
、
さ
ら
に
そ
の
注
に
「（
７
）
河
村
孝
道
博
士
に
よ
る
と
、
大
久
保
博
士
は
何
か
を
ご
覧
に
な
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の

こ
と
で
あ
る
」（「
伊
藤
論
文
」
一
二
三
頁
）
と
あ
る
。
以
上
の
伊
藤
氏
・
河
村
氏
の
説
に
つ
い
て
、
補
足
し
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
、「
博
士
が
ご
覧
に
な
っ
た
『
聞
解
』
等
の
資
料
」
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
大
久
保
氏
の
旧
蔵
書
や
『
道
元
禅
師
全
集
』・『
曹

洞
宗
全
書
』
等
の
編
集
に
使
用
さ
れ
た
資
料
の
一
部
は
、
現
在
、
福
井
大
学
総
合
図
書
館
が
「
道
元
文
庫
」
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。
そ

の
中
に
、
大
久
保
氏
の
旧
蔵
書
の
可
能
性
が
あ
る
「
普
勧
坐
禅
儀
聞
解
」（
請
求
記
号D

-8||36

）
が
確
認
で
き
る
。
本
書
に
つ
い
て
、
福

井
大
学
総
合
図
書
館
に
書
き
込
み
等
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
た
所
、
圏
点
や
改
行
（
段
）
マ
ー
ク（

（1
（

が
赤
色
で
付
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
所
々

確
認
で
き
る
も
の
の
、
文
字
の
書
き
込
み
は
確
認
で
き
な
い
と
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。
大
久
保
氏
は
、
訓
読
に
関
し
て
は
『
聞
解
』
を
受

け
て
い
る
部
分
が
多
い
た
め
、参
照
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、少
な
く
と
も
大
久
保
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
『
聞

解
』
に
は
、
不
明
字
の
読
解
に
際
し
て
参
考
と
な
る
記
載
は
無
い
た
め
、
別
の
資
料
を
参
照
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

続
い
て
、
河
村
氏
の
説
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
筆
者
の
所
見
を
示
す
こ
と
で
補
い

つ
つ
、
大
久
保
氏
が
参
照
し
た
「
何
か
」
が
玄
透
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
そ
の
よ
う
に
推
定

さ
れ
る
理
由
と
は
、
大
久
保
氏
は
、
何
ら
か
の
典
拠
に
基
づ
い
て
本
文
を
補
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
を
明
確
に
示
し
て
い
な
い
事
例

が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
十
二
巻
本
系
『
正
法
眼
蔵
』「
三
時
業
」
巻
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
久
保
氏
は
、『
道
元
禅
師
全
集
』
上
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
五
月
。
以
下
、『
新
大
久
保
本
』
上
）
に
お
け
る
十
二
巻
本
系
「
三

時
業
」
巻
の
脚
注
で
、「
本
書
ハ
光
本
ノ
ミ
デ
、対
校
本
ガ
ナ
イ
タ
メ
、「
本
」
ヲ
参
看
シ
ツ
ツ
、編
者
ノ
判
断
ニ
オ
イ
テ
校
訂
シ
タ
」（
六
八
二

頁
）
と
述
べ
、
こ
の
本
文
は
永
光
寺
（
石
川
県
羽
咋
市
）
に
所
蔵
さ
れ
る
十
二
巻
本
（『
大
成
』
一
所
収
）
以
外
に
は
存
し
な
い
た
め
、

そ
れ
を
底
本
と
し
、
校
訂
に
つ
い
て
は
、
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』
を
参
照
し
つ
つ
、
自
身
の
見
識
に
お
い
て
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、『
新
大
久
保
本
』
上
に
は
複
数
の
校
異
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
脚
注
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
四
禅
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比
丘
、
臨
命
終
の
と
き
、
謗
仏
せ
し
に
よ
り
て
、
四
禅
の
中
陰
か
く
れ
て
、
阿
鼻
獄
の
生
相
た
ち
ま
ち
に
現
じ
て
す
な
わ
ち
命
終
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
阿

鼻
地
獄
に
堕
せ
り
」
の
傍
点
部
を
、「
原
、
ナ
シ
」
と
し
て
補
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
（『
新
大
久
保
本
』
上
・
六
八
七
頁
）。
確
か
に
こ

の
傍
点
部
は
、
底
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
（『
大
成
』
一
・
八
五
四
頁
）。
し
か
し
こ
の
文
は
、
本
山
版
が
基
づ
い
た
六
十
巻
本
系
「
三

時
業
」
巻
で
は
、「
四
禅
比
丘
、
臨
命
終
の
と
き
に
、
謗
仏
せ
し
に
よ
り
て
、
阿
鼻
地
獄
に
お
つ
」（『
新
大
久
保
本
』
上
・
六
九
五
頁
、

底
本
は
洞
雲
寺
〈
広
島
県
廿
日
市
市
〉
本
）
と
な
っ
て
お
り
、
傍
点
部
に
相
当
す
る
文
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

大
久
保
氏
の
脚
注
に
従
い
、
ま
た
六
十
巻
本
系
の
本
文
を
参
照
し
た
だ
け
で
判
断
す
る
と
、
こ
の
傍
点
部
は
「
編
者
ノ
判
断
」
と
い
う

私
見
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
一
文
に
は
典
拠
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
底
本
と
共
に
永
光
寺
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
、
十
二
巻
本
の
端
本
で
あ
る
（『
大
成
』
続
輯
三
所
収
）。
こ
の
十
二
巻
本
の
端
本
は
、
第
七
「
深
信
因
果
」
巻
か
ら
第

十
二
「
八
大
人
覚
」
巻
ま
で
の
六
巻
が
現
存
し
て
い
る
も
の
で
、
完
本
の
十
二
巻
本
を
補
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
史
料
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
参
照
す
る
と
傍
点
部
の
文
が
存
す
る（

（1
（

の
で
あ
る
（『
大
成
』
続
輯
三
・
七
二
一
頁
）。
大
久
保
氏
が
こ
の
端
本
も
参
照
し
て
い
た
こ
と

を
裏
付
け
る
資
料
と
し
て
、
先
述
の
「
道
元
文
庫
」
に
、「
正
法
眼
蔵
：
永
光
寺
本
：
十
二
巻
眼
蔵
別
本
／
［
道
元
撰
］」（
請
求
記
号

D
3||196

）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
れ
は
十
二
巻
本
の
完
本
を
指
す
「
正
法
眼
蔵
：
永
光
寺
本
：
十
二
巻
眼
蔵
／
［
道

元
撰
］（
文
安
三
年
写
本
の
複
製
）」（
請
求
記
号D

3||193||3-1~3

）
と
は
別
書
誌
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
十
二
巻
本
系
「
三
時
業
」

巻
の
傍
点
部
は
、
大
久
保
氏
が
十
二
巻
本
の
端
本
も
参
照
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
挿
入
し
た（

（2
（

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
検
証
で
、
大
久
保
氏
が
何
の
理
由
や
根
拠
も
無
く
『
正
法
眼
蔵
』
の
本
文
を
改
め
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に

な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
校
異
の
信
頼
性
を
損
ね
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
問
題
で
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
久
保
氏
は
、
脚
注
で
は
挙
げ
て
い
な
い
何
ら
か
の
史
料
を
参
照
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
明

確
に
記
さ
ず
に
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
撰
述
由
来
』
に
も
適
用
で
き
、
大
久
保
氏
は
『
撰
述

由
来
』
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
、『
聞
解
』
だ
け
で
な
く
、
玄
透
本
も
参
照
し
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
の
で
は
な
い
か
。
大
久
保
氏
は
『
撰
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述
由
来
』
の
原
本
も
参
照
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
③
の
「
立
」
と
④
の
文
字
数
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
る
大
久
保
氏
の
意
見
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
れ
以
外
の
翻
刻
に
関
し
て
は
玄
透
・
玄
亀
の
翻
刻
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
不
明
字
の
推
定
が
⑤
以
外
は
同
一
で
あ
る
こ

と
も
そ
の
証
拠
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
久
保
氏
が
参
照
し
た
か
否
か
に
は
関
わ
ら
ず
、「
面
山
が
不
明
と
し
た
箇
所
」
を

初
め
て
読
み
解
き
、「
不
明
箇
所
の
六
文
字
」
を
初
め
て
推
定
し
た
の
は
、
玄
透
・
玄
亀
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

玄
透
本
は
、
そ
の
よ
う
な
重
要
な
諸
点
が
明
ら
か
に
な
る
典
籍
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
大
久
保
氏
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
玄
透
本

は
「
道
元
文
庫
」
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
そ
の
捜
索
は
今
後
の
課
題
と
な
る（

（2
（

。

六
、
結
論
と
今
後
の
課
題

以
上
本
稿
で
は
、
玄
透
本
の
紹
介
を
通
じ
て
、
主
に
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
玄
透
本
は
、
面
山
が
定
め
た
、

読
誦
を
通
じ
た
『
普
勧
坐
禅
儀
』
の
参
究
と
い
う
、
新
た
な
手
法
を
玄
透
が
確
立
さ
せ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
で
あ
る
と
言
え
、
さ
ら

に
近
代
に
お
け
る
『
普
勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
の
翻
刻
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
か
ら
、
玄
透
本
が
近
現
代
の
行
持
・
宗
学
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
稿
で
は
、
先
述
の

通
り
、
玄
透
と
面
山
と
の
関
係
か
ら
論
じ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
面
山
が
後
世
に
与
え
た
思
想
的
影
響
、
ま
た
玄
透
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
行
法
鈔
』
で
定
め
ら
れ
た
、
朝
課
等
に
お
け
る
読
誦
が
、『
明
治
校
訂
洞
上
行
持
軌

範
』
で
は
夜
坐
中
の
読
誦
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
確
実
な
理
由
・
典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
行
持
を
整
理
し
て

い
く
過
程
で
、
最
も
多
く
の
人
が
参
加
す
る
夜
坐
の
間
に
読
誦
す
る
方
が
良
い
と
判
断
さ
れ
、
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
本
稿

冒
頭
で
掲
げ
た
課
題
や
、
本
稿
中
で
不
明
と
し
た
諸
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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注（
１
）�

吉
川
彰
準
『
玄
透
禅
師
遺
墨
集
』
附
録
「
永
平
五
十
世
玄

透
即
中
禅
師
年
譜
」（
玄
透
禅
師
遺
墨
集
刊
行
会
、

一
九
八
一
年
四
月
）
一
七
三
頁
、『
良
寛
・
玄
透
研
究
論
集
』

（
考
古
堂
書
店
、一
九
九
一
年
五
月
）二
七
〇
～
二
七
一
頁
。

後
者
は
前
者
の
改
訂
版
で
、
若
干
内
容
が
異
な
る
。

（
２
）�

玄
透
の
墨
跡
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
も
の
が
『
玄
透
禅
師

遺
墨
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
近
年
永
平
寺
に
て

「
天
照
皇
太
神
宮
勧
請
札
」
が
発
見
、
紹
介
さ
れ
た
（
長

谷
川
幸
一
「
天
照
天
満
宮
調
査
報
告
」、『
傘
松
』
第

八
六
七
号
、
二
〇
一
五
年
十
二
月
）。
さ
ら
に
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
一
日
、
定
津
院
（
長
野
県
東
御

市
）
に
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』
初
版
本
の
撮
影
・
調
査
の

た
め
拝
登
し
た
際
に
、
前
掲
書
に
未
収
録
の
玄
透
の
墨
跡

も
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
。

（
３
）�

玄
亀
の
識
語
が
記
載
さ
れ
て
い
る
面
は
、
玄
透
本
の
裏
表

紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、「
愚
按
（
中
略
）
窟
歟
」

の
部
分
が
小
字
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
多
分
に
謙

遜
の
意
志
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
本
稿
執
筆
に
当

た
っ
て
、
こ
の
部
分
を
剥
が
し
て
文
字
を
確
認
し
た
が
、

写
真
撮
影
は
困
難
な
た
め
、
巻
末
写
真
で
は
略
し
た
。

（
４
）�『
曹
全
』
大
系
譜
二
四
九
頁
、『
新
潟
県
曹
洞
宗
寺
院
歴
住

世
代
名
鑑
』（
新
潟
県
曹
洞
宗
青
年
会
、
一
九
八
九
年

十
二
月
）
四
五
頁
。

（
５
）�

書
名
は
、
前
付
及
び
『
衆
寮
箴
規
』
部
分
の
版
心
の
記
載

に
依
っ
て
定
め
た
。『
永
平
弁
道
法
』「
後
序
」
が
「
衆
寮

清
規
」
と
誤
っ
て
記
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
書
名
が
影
響

し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）�

こ
れ
と
似
た
事
例
と
し
て
、
尾
崎
正
善
氏
は
、「「
大
乗
寺

系
回
向
帳
」
二
冊
―
解
題
と
翻
刻
―
」（『
鶴
見
大
学
仏
教

文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）

に
お
い
て
、紹
介
資
料
中
の
記
載
か
ら
、江
戸
時
代
に
『
大

悲
心
陀
羅
尼
』
を
「
南
無
喝
囉
怛
那
」
と
挙
経
し
て
い
た

事
例
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
明
治
校
訂

洞
上
行
持
軌
範
』
で
「
大
悲
呪
○
只
大
悲
心
陀
羅
尼
ト
挙

ス
」
千
手
千
眼
観

世
音

自
在

云
云
又
ハ
「
ナ
ム
カ
ラ
タ
ン
ノ
ウ
」

ト
挙
ス
可
ラ
ス
」（
下
巻
一
三
丁
表
）
と
定
め
、「
経
文
の

一
句
目
を
挙
経
す
る
形
式
か
ら
、
経
題
を
挙
経
す
る
形
式

へ
と
宗
門
で
の
統
一
が
図
ら
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
（
二
七
一
～
二
七
二
頁
）。

（
７
）�

こ
の
解
説
に
補
足
し
て
お
く
と
、『
永
平
小
清
規
』
中
「
寮

舎
交
割
什
物
法
」（『
曹
全
』
清
規
三
七
三
頁
）
に
も
、
校

割
法
に
関
す
る
記
載
が
確
認
で
き
る
。

（
８
）�
弘
化
二
年
『
校
割
帳
』
に
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）

の
火
災
（『
永
平
寺
史
』
一
二
八
二
頁
）
に
よ
っ
て
焼
失
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し
た
と
す
る
記
載
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
殿

は
大
き
な
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
よ
う
で
、
被
害
を
受
け

た
建
物
に
移
さ
れ
て
い
た
も
の
は
「
焼
失
」
等
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
「
破
却
」
等
と
な
っ
て

い
る
も
の
が
多
い
。そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、『
普
勧
坐
禅
儀
』

は
別
の
要
因
で
「
紛
失
」
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）�『
正
法
眼
蔵
』「
行
持
」
下
巻
に
引
用
さ
れ
る
（『
大
成
』
四
・

七
三
一
～
七
三
二
頁
）、
芙
蓉
道
楷
（
一
〇
四
三
～

一
一
一
八
）
の
「
夫
出
家
者
」
で
始
ま
る
上
堂
の
こ
と
で
、

「
米
湯
の
法
味
」
と
も
呼
ば
れ
る
。『
卍
続
蔵
』
一
一
一
所

収
本
の
末
に
、「
寛
政
壬
子
春
二
月　

遠
孫
空
花
庵
老
比

丘
玄
透　

即
中
薫
沐
謹
書
」
と
識
語
さ
れ
て
お
り
（
八
五

左
）、玄
透
が
本
書
を
開
版
し
た
こ
と
が
分
か
る
。「
行
持
」

下
巻
で
は
、
こ
の
一
段
を
「
そ
れ
す
な
は
ち
祇
園
の
正
義

な
り
」
で
結
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
按
題
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
玄
透
以
前
か
ら
の
呼
称
な
の
か
に
つ
い
て
は

不
明
。
ち
な
み
に
、『
永
平
高
祖
御
垂
訓
』
に
は
引
用
文

の
前
後
の
道
元
禅
師
の
語
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、『
卍

続
蔵
』
所
収
本
に
は
上
堂
語
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
点

が
異
な
る
。

（
10
）�『
永
平
高
祖
発
願
文
』の
こ
と
。『
正
法
眼
蔵
』「
渓
声
山
色
」

巻
の
文
を
抜
粋
し
た
も
の
で
、
伝
道
元
禅
師
真
蹟
墨
跡
が

現
存
す
る
（『
道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
』、
大
修
館
書

店
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
、
五
一
六
頁
）。『
永
平
寺
史
』

に
お
い
て
、「
寛
政
戊
午
春　

江
都　

関
（
一
七
六
八
～
一
八
三
五
）

克
明
書
、
霊
澄

印
施
、
井
原
風
刻
」
の
識
語
が
あ
る
折
本
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
内
「
霊
澄
」
は
、
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』「
一

顆
明
珠
」
巻
に
金
二
朱
を
助
刻
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
一
〇
七
九
頁
）。

（
11
）�

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
以
降
、
戦
前
頃
ま
で
に
刊
行
さ

れ
た
『
永
平
高
祖
御
垂
訓
』（
鴻
盟
社
、
愛
知
学
院
大
学

横
関
文
庫
本
、
請
求
記
号
：
横
関188.8/728

）
に
は
、「
発

願
文
」・「
発
菩
提
心
」・「
自
受
用
三
昧
」・「
祇
園
正
儀
」

の
み
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
現
行
本
に
は
収
録
さ
れ
て
い

る
『
普
勧
坐
禅
儀
』
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

『
永
平
高
祖
御
垂
訓
』
に
『
普
勧
坐
禅
儀
』
が
収
録
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
時
期
は

不
詳
で
あ
る
が
、恐
ら
く
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
自
受
用
三
昧
」
は
、
現
行
本
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
『
弁
道
話
』
の
抜
粋
で
あ
り
、
面
山
の
著
作
で
は

な
い
。
な
お
、
本
書
に
は
刊
行
年
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
刊
行
年
の
上
限
は
、
本
書
の
末
尾
に
「
印
刷
製
本

所　

東
京
市
芝
区
新
橋
五
ノ
四　

鴻
盟
社
謹
製
」
と
あ
る

住
所
表
記
に
よ
っ
て
定
め
た
。

（
12
）�
朝
課
が
行
わ
れ
な
い
場
合
と
は
、『
考
訂
別
録
』
一
「
僧

堂
日
分
行
法
次
第
考
訂
」
に
、「
古
規
ニ
粥
了
ニ
早
参
ア
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レ
バ
朝
課
ナ
シ
、
放
参
ナ
レ
バ
朝
課
ア
リ
」（『
曹
全
』
清

規
二
一
四
頁
）
と
あ
る
通
り
、早
参
が
あ
る
場
合
で
あ
り
、

晩
課
も
同
様
に
、
晩
参
が
あ
る
場
合
は
行
わ
れ
な
い
。

（
13
）�
晩
課
に
つ
い
て
は
、『
行
法
鈔
』
一
「
日
分
行
法
次
第
教
訓
」

に
、

　
　
　

 �

放
参
ノ
式
ハ
永
規
委
シ
。
諷
経
ハ
古
来
楞
厳
呪
、
ア
ル

ヒ
ハ
略
施
食
ヲ
ヨ
ム
。
施
食
ノ
時
、
浄
器
ニ
浄
飯
・
浄

水
ヲ
盛
テ
、
如
法
ニ
ス
ベ
シ
。
怡
山
ノ
願
文
ヨ
ム
ハ
檗

規
ナ
リ
。
洞
下
ハ
止
テ
、
普
勧
坐
禅
儀
ヲ
ヨ
ム
ベ
シ
。

総
ジ
テ
四
弘
誓
ハ
一
切
菩
薩
ノ
通
願
ナ
レ
バ
、
両
度
ノ

布
薩
ノ
ゴ
ト
ク
、
各
各
常
ニ
行
フ
ベ
シ
。（『
曹
全
』
清

規
五
二
～
五
三
頁
）

　
　

 �

と
あ
り
、
伝
統
的
な
『
楞
厳
呪
』・『
略
施
食
』
に
加
え
て
、

『
普
勧
坐
禅
儀
』
を
読
む
の
が
良
い
と
し
て
い
る
。

（
14
）�

こ
の
よ
う
な
、
面
山
著
作
と
、
面
山
が
『
行
法
鈔
』
で
読

誦
経
典
と
し
て
定
め
た
典
籍
と
の
関
係
性
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
、
注
（
６
）
と
共
に
、
尾
崎
正
善
氏
よ
り
ご
教
示

頂
い
た
。

（
15
）�

面
山
が
『
撰
述
由
来
』
を
発
見
し
た
経
緯
や
、
呼
称
の
変

遷
等
に
つ
い
て
は
、『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
一
（
大

本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
二
年
十
月
）
の
岩
永
正
晴
氏
の
解

説
参
照
（
四
二
～
四
五
頁
）。

（
16
）�『
永
平
寺
史
料
全
書
』
禅
籍
編
一
（
大
本
山
永
平
寺
、

二
〇
〇
二
年
六
月
）
の
口
絵
に
は
、『
撰
述
由
来
』
の
カ

ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）�「
伊
藤
論
文
」
一
一
五
～
一
一
六
、一
二
二
頁
。
橋
本
氏
の

「
迷
」
説
は
『
普
勧
坐
禅
儀
の
話
』（
大
樹
寺
山
水
経
閣
、

一
九
七
七
年
五
月
）
一
三
頁
、「
違
」
説
は
「
普
勧
坐
禅

儀
講
述
（
第
三
稿
）（
未
完
）」（『
聖
財
書
簡
』、
瑞
応
寺

僧
堂
銀
杏
編
集
室
、一
九
九
二
一
年
十
二
月
）
一
九
八
頁
。

ま
た
『

原
文
対
照

現
代
語
訳 

道
元
禅
師
全
集
』
第
十
四
巻
（
四
〇
〇
頁
）

で
は
、「
違
」
説
に
『
両
祖
大
師
坐
禅
聖
典
』（
曹
洞
宗
宗

務
庁
教
育
部
、
一
九
五
九
年
三
月
、
二
頁
）
を
追
加
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
補
足
し
て
お
く
と
、
そ
の
「
後
記
」
に

「
榑
林
皓
堂
先
生
に
校
訂
並
に
訳
註
等
の
一
切
を
煩
は
し
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、榑
林
氏
の
説
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
榑
林
氏
は
『
道
元
禅
の
本
流
』（
大
法
輪
閣
、

一
九
八
〇
年
十
月
）
で
は
『
曹
洞
宗
全
書
』
の
翻
刻
を
採

用
し
て
い
る
（
一
〇
六
頁
）。
さ
ら
に
、
橋
本
氏
も
「
普

勧
坐
禅
儀
講
述
（
第
三
稿
）（
未
完
）」
に
お
い
て
問
題
の

部
分
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、橋
本
氏
・

榑
林
氏
が
「
違
」
と
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
18
）�

こ
の
内
「
改
行
（
段
）
マ
ー
ク
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く

『
曹
全
』
注
解
三
に
本
書
を
収
録
す
る
に
当
た
っ
て
記
さ

れ
た
、
植
字
の
際
の
改
行
指
示
で
あ
ろ
う
。

（
19
）�
但
し
、
原
本
に
は
「
四
禅
比
丘
、
臨
命
終
ノ
ト
キ
、
謗
仏
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セ
シ
ニ
ヨ
リ
テ
、
四
禅
ノ
中
陰
カ
ク
レ
テ
、
阿
鼻
獄
ノ
生

相
忽
ニ
現

即
チ
命
終
シ
、
阿
鼻
地
獄
ニ
堕
セ
リ
」
と
あ

り
、
片
仮
名
や
合
字
だ
け
で
な
く
、
漢
字
で
記
さ
れ
て
い

る
部
分
を
仮
名
に
改
め
て
い
る
た
め
、
厳
密
に
は
同
一
で

は
な
い
。

（
20
）�

十
二
巻
本
の
完
本
と
端
本
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば

「
一
百
八
法
明
門
」
巻
の
冒
頭
部
分
に
、「
時
兜
率
陀
諸
天

大
衆
、
聞
於
菩
薩
如
此
語
已
、
及
天
玉
女
、
一
切
眷
属
、

皆
来
聚
集
、
上
於
彼
宮
。
護
明
菩
薩
、
見
彼
天
衆

0

00

0

0

0

00

0

0

0

00

0

0

0

0

聚
会
畢

已
、
欲
為
説
法
」
と
い
う
文
が
あ
る
が
、
こ
の
傍
点
部
は
、

完
本
に
は
無
い
（『
大
成
』
一
・
八
六
八
頁
）
が
、
端
本
に

は
あ
る
（『
大
成
』
続
輯
三
・
七
三
九
頁
）。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
典
拠
で
あ
る
『
仏
本
行
集
経
』
六
に
は
こ
の
文
が

あ
る
（『
大
正
蔵
』
三
・
六
八
〇
頁
中
段
～
下
段
）
た
め
、

恐
ら
く
端
本
が
正
し
く
、
そ
の
点
で
は
端
本
の
方
が
善
本

で
あ
る
と
評
価
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
久
保

氏
は
こ
の
文
に
つ
い
て
は
補
っ
て
い
な
い
（『
新
大
久
保

本
』
上
・
七
一
七
頁
）。
そ
の
理
由
は
、
脚
注
で
「
本
書

ハ
永
光
寺
所
蔵
ノ
イ
ハ
ユ
ル
「
十
二
巻
眼
蔵
」
所
収
ノ
モ

ノ
デ
、対
校
本
ヲ
存
シ
ナ
イ
」（
同
前
）
と
し
て
い
る
た
め
、

最
低
限
の
誤
字
程
度
し
か
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
21
）�『
禅
苑
墨
華
』
の
共
編
者
で
あ
る
稲
村
坦
元
氏
の
蔵
書
の

可
能
性
も
考
慮
し
た
が
、
埼
玉
県
立
図
書
館
（
熊
谷
図
書

館
）
所
蔵
稲
村
文
庫
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館

所
蔵
稲
村
坦
元
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

所
蔵
資
料
検
索
に
依
っ
て
確
認
し
た
限
り
、
玄
透
本
と
目

さ
れ
る
本
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

付
記�　

今
回
の
問
い
合
わ
せ
に
際
し
て
、
大
変
丁
寧
に
ご
対
応

頂
き
ま
し
た
、
福
井
大
学
総
合
図
書
館
、
愛
知
学
院
大
学

図
書
館
、
埼
玉
県
立
図
書
館
に
は
誌
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

キ
ー�

ワ
ー
ド
：
道
元
禅
師
・『
正
法
眼
蔵
』・『
普
勧
坐
禅
儀
』・『
普

勧
坐
禅
儀
撰
述
由
来
』
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【
翻
刻
】
玄
透
即
中
開
版
『
永
平
高
祖
普
勧
坐
禅
儀
』

※ 
字
体
は
新
字
を
用
い
、
訓
読
文
に
お
け
る

（
シ
テ
）・

（
コ
ト
）
等
の
合
字
は
開
い
て
示
し
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